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は  じ  め  に 
 

 

  一昨年の１０月に、東京都の大島において大規模な土砂災害が発生したことは、未

だ記憶に新しいところと思いますが、昨年８月には、広島市において土砂災害の発生、

さらに９月には御嶽山の噴火災害、１１月には長野県神代断層地震が立て続けに発生

し、このうち、御嶽山の災害に際しては、県内６消防本部から成る緊急消防援助隊山

梨県大隊が９月２８日から１０月１７日までの間の１９日間に出動し、延べ９１３人

の隊員が懸命な救助活動などにあたりました。 

 

 今年度に入りましても自然災害の発生は後を絶たず、関東近県では箱根山において

噴火警戒レベル引き上げに伴う立入制限区域に拡大があり、竜巻や突風の被害、なか

でも台風１８号がもたらした関東・東北豪雨による水害等の被害は誠に甚大なもので

した。本県からは、消防防災ヘリあかふじなどが救助にあたりましたが、死者８名、

全壊家屋７９棟にも及ぶなどの惨事となり、今もなお、避難所生活を余儀なくされて

いる人もいる状況です。 

本県は大きな被害には至りませんでしたが、報道機関から発せられる被災地の映像

を目の当たりにするたびに、どこでも災害は起こりうるとの思いを一層強くした次第

であります。 

本県においては、富士山噴火や東海地震、首都直下地震の発生など、大規模災害の

発生が危惧されており、消防・防災体制の充実・強化は、喫緊の課題となっています。 

県内の広域応援体制の整備とともに、県外の消防機関とも相互の応援、受援が円滑

に行えるよう、緊急消防援助隊の整備・増隊もますます重要になります。 

これまで以上に、県と県内の消防機関が一致団結して、県民生活の安心・安全のた

め、様々な施策・活動に鋭意取り組むことが求められます。 

 

本書は、県内市町村及び消防本部の調査結果に基づき、平成２６年４月１日

現在の消防力の現況と、平成２５年中の火災の発生状況、救急・救助活動、予

防行政、危険物の状況及び消防防災ヘリコプターの運航状況等について取りま

とめたものです。 

消防関係者はもとより、広く県民の皆様にご活用いただき、安心・安全な地

域社会づくりに向けた施策の立案や火災や災害の未然防止の一助となれば幸い

に存じます。 

 

 

    平成２７年１１月 

 

                               山梨県総務部防災危機管理課消防保安室 

                           室  長   小   澤     浩  
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消防年報の利用にあたって 

 

１ 調査期日 

    特に注記していない限り、平成２６年４月１日現在である。 

  ただし、各表に表示されているものについてはその表示による。 

  「年」とあるのは、暦年間（１月から１２月まで）、「年度」とあるのは、会計年

度（４月から翌年３月まで）である。 

 

２ 留意事項 

  （１）面積は「平成２６年全国都道府県市区町村別面積調」による。 

 （２）人口、世帯数は平成２６年４月１日現在の山梨県推計人口による。 

 （３）各表にかかる記載事項は、総務省消防庁の次の統計による。 

   ・平成２６年消防防災・震災対策現況調査 

      ・平成２６年火災報告・火災による死者の報告 

   ・平成２６年救急業務実施状況調、救助業務実施状況調 

   ・平成２６年防火対象物実態等調査 

      ・平成２６年危険物規制事務調査 

 


